
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
和服地や中国服地その他の衣裳の図柄が印刷されている色紙の裏面の角部がほぼ菱形ない
し４辺形の状態で露出し、他の部分は表面が露出するように、細長の袋状に折って

において
　色紙の隣接する２辺を、和服の襟を重ねたように交差させて折り重ねることによって、
前記の菱形ないし４辺形に露出した裏面を形成してなること、
　前記の交差させて折り重ねた両方の襟部の上に、一重のまたは二重以上の襟状紙を重ね
て接着することによって、襟部に厚みを持たせたこと、
　前記の交差させて折り重ねた両方の襟部の内側に、一重のまたは二重以上の中着の襟を
挿入し重ねてなること、
　を特徴とする折り紙製の装飾衣裳。
【請求項２】

【請求項３】
前記の各襟部を左上重ねとし、前方右側に、色紙の一部をジグザグに折り重ねた別材を重
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成る折
り紙製の装飾衣裳 、

正方形の色紙Ｐを用い、その裏面Ｂを上側にした状態で、対角線１４上に、箸１３を内蔵
できるような幅Ｗの袋状に形成するために、対角線１４に対する片方の折り目１５を裏面
Ｂ側に折り重ね、さらに下端から数ｃｍの位置で、下部１６を折り返して重ねて箸袋の底
部を形成し、前記対角線１４に対する他方の折り目１７を裏面Ｂ側に折り重ねることで、
幅Ｗの袋状に形成してあることを特徴とする請求項１に記載の折り紙製の装飾衣裳。



ねて固定することで、ウシンチーを表現してなることを特徴とする請求項１または請求項
２に記載の折り紙製の装飾衣裳。
【請求項４】
前記の菱形ないし４辺形に露出した裏面と襟部との間から、 あり
、前記色紙の表面には、紅型柄が印刷されていることを特徴とする請求項１、請求項２

折り紙製の装飾衣裳。
【請求項５】

こと、
　

　

　

【請求項６】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、和服などを着ている状態の和装や琉装、チャイナドレス風、チョゴリなどをイ
メージさせる折り紙製の装飾衣裳に関する。和装には、巫女や神主、花嫁、舞子、王子、
王女などの衣裳が含まれるが、これら以外の庶民的な衣裳にも適用できる。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、紙を二つ折りにして端縁同士を接着し、細長い袋状に形成して、その中に箸を
挿入する箸袋が知られている。また、特開平１－２５４５８６号公報に記載のように、前
記のような在来の箸袋に質問事項や福引き用の符号などを記載して宴会を盛り上げるのに
利用するとか、特開平９－７７１５８号公報に記載のように、箸袋に水引き飾りを付ける
ことで、付加価値を高めた箸袋が知られている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、このような箸袋は、箸袋に質問事項や福引き用の符号を記載したり、水引
き飾りを付けるといった、別の目的のものを付加することで付加価値を高めたものである
。しかも、質問事項や福引き用の符号を必要としない場合とか、水引き飾りを要しない通
常の宴会などの場合は、付加価値とはならない。
【０００４】
一方、神社や寺などでは、御札の入った袋が販売されているが、この場合の袋も、単に御
札を入れる容器としての機能しか有しておらず、装飾的な配慮がなされていない。
【０００５】
本発明の技術的課題は、このような問題に着目し、装飾製の高い折り紙製の装飾衣裳を実
現することで、装飾性の高い箸袋としても利用でき、また御札などを入れるのにも適し、
しかも何も入れないで、人形などのように単に装飾品としても適する折り紙製の装飾衣裳
を実現することにある。
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箸や御札その他を入れて
ま

たは請求項３に記載の

正方形の色紙Ｐを用い、その裏面Ｂを上側にした状態で、対角線１４上に、箸１３を内蔵
できるような幅Ｗの袋状に形成するために、対角線１４に対する片方の折り目１５を裏面
Ｂ側に折り重ね、さらに下端から数ｃｍの位置で下部１６を折り返して重ね、箸袋の底部
を形成する

その後、前記対角線１４に対する他方の折り目１７を裏面Ｂ側に折り重ねることによっ
て、幅Ｗの袋状に形成した状態で、幅Ｗの袋状の領域からはみ出した余分な部分を切除し
て、幅Ｗの袋状部のみを残し、

こうして袋状に折られた部分を開いて拡げた状態で、前記の襟部１ａ、２ａのみを折り
目２０、２１において、内面Ｂ側に折り重ねて２重にし、襟部の強度を増した後、

再度袋状に折り重ね、のりづけして接着固定することで、幅Ｗの袋状に形成することを
特徴とする折り紙製の装飾衣裳の製造方法。

幅Ｗの袋状に形成し接着固定した状態で、前記の襟部１ａ、２ａの上に一重のまたは二重
以上の襟状紙４、５を重ねてのりづけ固定し、クロスさせた一重のまたは二重以上の重ね
着襟６、７を前記の襟状紙４、５の内側に挿入し、襟状紙４、５の内面にのりづけ接着す
ることを特徴とする請求項５に記載の折り紙製の装飾衣裳の製造方法。



【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の技術的課題は次のような手段によって解決される。請求項１は、和服地や中国服
地その他の衣裳の図柄が印刷されている色紙の裏面の角部がほぼ菱形ないし４辺形の状態
で露出し、他の部分は表面が露出するように、細長の袋状に折って

において
　色紙の隣接する２辺を、和服の襟を重ねたように交差させて折り重ねることによって、
前記の菱形ないし４辺形に露出した裏面を形成してなること、
　前記の交差させて折り重ねた両方の襟部の上に、一重のまたは二重以上の襟状紙を重ね
て接着することによって、襟部に厚みを持たせたこと、
　前記の交差させて折り重ねた両方の襟部の内側に、一重のまたは二重以上の中着の襟を
挿入し重ねてなること、
　を特徴とする折り紙製の装飾衣裳である。中着の襟とは、襦袢の襟や中着の襟などのよ
うに、内側に重ねて着る着物の襟を総称するものとする。
【０００７】
このように、折り紙製の装飾衣裳において、色紙の裏面の角部３がほぼ菱形ないし４辺形
の状態で露出し、他の部分は表面が露出するように構成したことにより、衣類の丁度襟に
相当する部分から箸や御札などを挿入できる。しかも、菱形ないし４辺形の状態の裏面以
外はすべて、衣類などの柄の部分が現れるので、箸や御札などを入れる容器に限られず、
装飾効果の高い折り紙製衣裳としても価値が高まる。
【０００８】
また、前記の菱形ないし４辺形に露出した裏面を形成するのに、色紙の隣接する２辺を、
和服の襟を重ねたように交差させて折り重ねた構造にしたため、和服などの衣裳のイメー
ジを出すことができ、衣裳の華やかなデザインをした折り紙製の装飾衣裳を実現できる。
もちろん、チャイナドレス風にもできる。
【０００９】
さらに、交差させて折り重ねた両方の襟部の上に、一重のまたは二重以上の襟状紙４、５
を重ね、襟部に厚みを持たせたため、実物の着物により近いデザインとなり、市場価値が
高くなる。
【００１０】
加えて、交差させて折り重ねた両方の襟部の内側に、一重のまたは二重以上の中着の襟を
挿入し重ねた構造なため、丁度襦袢を着て、その上に中着を重ねて着ているような状態を
表現でき、より実物に近い折り紙製の装飾衣裳となる。
【００１１】
請求項２は、

ある。
【００１２】
このように、

【００１３】
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成る折り紙製の装飾衣
裳 、

正方形の色紙Ｐを用い、その裏面Ｂを上側にした状態で、対角線１４上に、
箸１３を内蔵できるような幅Ｗの袋状に形成するために、対角線１４に対する片方の折り
目１５を裏面Ｂ側に折り重ね、さらに下端から数ｃｍの位置で、下部１６を折り返して重
ねて箸袋の底部を形成し、前記対角線１４に対する他方の折り目１７を裏面Ｂ側に折り重
ねることで、幅Ｗの袋状に形成してあることを特徴とする請求項１に記載の折り紙製の装
飾衣裳で

請求項１に記載の細長の袋状に折って成る折り紙製の装飾衣裳は、正方形の
色紙Ｐを用い、その裏面Ｂを上側にした状態で、対角線１４上に、箸１３を内蔵できるよ
うな幅Ｗの袋状に形成するために、対角線１４に対する片方の折り目１５を裏面Ｂ側に折
り重ね、さらに下端から数ｃｍの位置で、下部１６を折り返して重ねることで、箸袋の底
部を形成できる。さらに、前記対角線１４に対する他方の折り目１７を裏面Ｂ側に折り重
ねることで、幅Ｗの袋状に形成することができる。この状態で、隣接する２辺１と２との
交差部の上側に、裏面Ｂの角部３がほぼ菱形ないし４辺形の状態で露出し、襟部１ａ、２
ａとの間に箸挿入口が形成される。



請求項３は、前記の各襟部を左上重ねとし、前方右側に、色紙の一部をジグザグに折り重
ねた別材を重ねて固定することで、ウシンチーを表現してなることを特徴とする請求項１
または請求項２に記載の折り紙製の装飾衣裳である。
【００１４】
このように、色紙の一部をジグザグに折り重ねてなるウシンチー部材を、折り紙製の装飾
衣裳の前方右側に設けた構成なため、琉装で伝統的なウシンチー風を表現できる。
【００１５】
請求項４は、前記の菱形ないし４辺形に露出した裏面と襟部との間から、

あり、前記色紙の表面には、紅型柄が印刷されていることを特徴とする請求項１
、請求項２ 折り紙製の装飾衣裳である。
【００１６】
このように、折り紙製の装飾衣裳を箸袋として利用した場合、前記の菱形ないし４辺形に
露出した裏面と襟部との間から、 あると、色紙の表面に印刷され
た紅型染めの柄と箸 の色とがマッチし、一層引き立ったデザインとなる。
【００１７】
請求項５は、

こと、
　

　

　
ある。

【００１８】
このように、

　

　

【００１９】
請求項６は、
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箸や御札その他
を入れて

または請求項３に記載の

箸や御札その他を入れて
や御札その他

正方形の色紙Ｐを用い、その裏面Ｂを上側にした状態で、対角線１４上に、
箸１３を内蔵できるような幅Ｗの袋状に形成するために、対角線１４に対する片方の折り
目１５を裏面Ｂ側に折り重ね、さらに下端から数ｃｍの位置で下部１６を折り返して重ね
、箸袋の底部を形成する

その後、前記対角線１４に対する他方の折り目１７を裏面Ｂ側に折り重ねることによっ
て、幅Ｗの袋状に形成した状態で、幅Ｗの袋状の領域からはみ出した余分な部分を切除し
て、幅Ｗの袋状部のみを残し、

こうして袋状に折られた部分を開いて拡げた状態で、前記の襟部１ａ、２ａのみを折り
目２０、２１において、内面Ｂ側に折り重ねて２重にし、襟部の強度を増した後、

再度袋状に折り重ね、のりづけして接着固定することで、幅Ｗの袋状に形成することを
特徴とする折り紙製の装飾衣裳の製造方法で

正方形の色紙Ｐを用い、その裏面Ｂを上側にした状態で、対角線１４上に、
箸１３を内蔵できるような幅Ｗの袋状に形成するために、対角線１４に対する片方の折り
目１５を裏面Ｂ側に折り重ね、さらに下端から数ｃｍの位置で下部１６を折り返して重ね
ることで、箸袋の底部を形成することができる。
　その後、前記対角線１４に対する他方の折り目１７を裏面Ｂ側に折り重ねることによっ
て、幅Ｗの袋状に形成した状態で、幅Ｗの袋状の領域がはみ出した余分な部分を切除する
と、幅Ｗの袋状部のみが残る。

こうして袋状に折られた部分を開いて拡げた状態で、前記の襟部１ａ、２ａのみを折り
目２０、２１において、内面Ｂ側に折り重ねて２重にすると、襟部の強度を増すことがで
きる。

その後、再度袋状に折り重ねてから、のりづけして接着固定することで、幅Ｗの袋状の
折り紙製の装飾衣裳が完成し、しかも、襟縁部が内側に折り重ねられて二重になった襟１
ａ、２ａが形成される。

幅Ｗの袋状に形成し接着固定した状態で、前記の襟部１ａ、２ａの上に一重
のまたは二重以上の襟状紙４、５を重ねてのりづけ固定し、クロスさせた一重のまたは二
重以上の重ね着襟６、７を前記の襟状紙４、５の内側に挿入し、襟状紙４、５の内面にの
りづけ接着することを特徴とする請求項５に記載の折り紙製の装飾衣裳の製造方法である
。このように、幅Ｗの袋状に形成し接着固定した状態で、前記の襟部１ａ、２ａの上に一
重のまたは二重以上の襟状紙４、５を重ねてのりづけ固定するため、一重のまたは二重以
上の襟状紙４、５を重ねることで、襟部に厚みを持たせることができ、実物の着物により
近いデザインとなり、市場価値が高くなる。そして、クロスさせた一重のまたは二重以上
の重ね着襟６、７を前記の襟状紙４、５の内側に挿入し、襟状紙４、５の内面にのりづけ



【００２０】
【発明の実施の形態】
次に本発明による折り紙製の装飾衣裳が実際上どのように具体化されるか実施形態を説明
する。図１から図７は、本発明の折り紙製の装飾衣裳を箸袋として使用する場合の各種実
施形態である。
【００２１】
図１は本発明の折り紙製の装飾衣裳の箸袋を琉装風にした実施形態、図２は京都の舞子風
にした実施形態、図３はチャイナドレス風にした実施形態である。
【００２２】
これらの箸袋は総て、和服などの柄が印刷されている色紙を用い、折り紙の要領で折るこ
とによって製造される。図において、Ａ面が図柄が印刷されている表側、Ｂ面は図柄の無
い、裏側である。そして、裏面Ｂの一つの角部３がほぼ菱形ないし４辺形の状態で露出す
るように、また他の部分は表面Ａが露出するように折ってある。しかも、箸が入るように
細長の袋状に折ってある。
【００２３】
また、図４のように、色紙の隣接する２辺１と２を、和服の襟を重ねたように交差させて
折り重ねることによって、前記の菱形ないし４辺形に露出した裏面３を形成してある。
【００２４】
さらに、前記の交差させて折り重ねた両方の襟部１ａ、２ａの上に、一重のまたは二重以
上の襟状紙４、５を重ねて接着などで固定し、襟部に厚みを持たせたてある。
【００２５】
前記の交差させて折り重ねた両方の襟部１ａ、２ａの内側に、一重のまたは二重以上の重
ね着襟６、７を挿入し、重ねてある。
【００２６】
本発明の箸袋は、前記の各襟部１、２、４、５、６、７は左上重ねとしてある。そして、
前方右側に、色紙の一部をジグザグに折り重ねた別材８を重ねて固定することで、ウシン
チーを表現してある。前記の各襟状紙４、５、６、７およびウシンチー部材８は、前記の
色紙Ｐの不要部を切除して形成してある。
【００２７】
図２に示す京都の舞子風の箸袋の場合は、（１）のように、前側中央に着物の裾９を手に
持っている状態が表現され、また（２）のように、背部には、帯（お太鼓）１０が表現さ
れている。
【００２８】
図１、図２の和装の場合は、内側の重ね着襟６、７は、外側の襟状紙４、５から少しずつ
ずらしてあるのに対し、図３のチャイナドレス風の箸袋の場合は、図４（４）における襟
部１ａ、２ａの上に外側の襟状紙４、５を重ねる点は同じだが、内側の襟６ａ、７ｂは、
上端縁が凸曲線となるように裁断され、その凸曲線の縁の上に、同じく凸曲線状の襟６ｂ
、７ｂを重ねた構成になっている。
【００２９】
さらに、チャイナドレス風の場合は、外襟５の延長部５ｂを途中から折れ線状に形成し、
かつ裾側にもチャイナドレス風を強調するためのライン１１を設けたり、飾り１２などを
着けてある。
【００３０】
図１ないし図３の箸袋中には、前記の菱形ないし４辺形に露出した裏面３と襟部１、２、
４、５、６、７、６ａ、７ａとの間から、赤色と黄色に着色された２トーンの箸一対１３
が挿入されている。
【００３１】
次に図１の琉装の箸袋の製造方法を図４ないし図７において工程順に説明する。
【００３２】
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接着することによって、箸袋の袋状部が完成する。



(1).図４（１）のように、例えば１辺が１５ｃｍ程度の正方形の色紙Ｐを用い、その裏面
Ｂを上側にする。
【００３３】
(2).対角線１４上に、図１の箸１３を内蔵できるような袋状に形成するために、対角線１
４に対する片方の折り目１５を裏面Ｂ側に折り重ねる。
【００３４】
(3).下端から数ｃｍの位置で、下部１６を折り返して重ね、箸袋の底部を形成する。
【００３５】
(4).対角線１４に対する他方の折り目１７を裏面Ｂ側に折り重ねることで、幅Ｗの袋状に
形成する。この状態で、隣接する２辺１と２との交差部の上側に、裏面Ｂの角部３がほぼ
菱形ないし４辺形の状態で露出し、襟部１ａ、２ａとの間に箸挿入口が形成される。
【００３６】
(5).こうして折り返された部分は、先端１８の領域がはみ出し、余分なため、切り取り線
１９の位置で切除し、図５（５）のように、幅Ｗの袋状部のみを残す。
【００３７】
(6).図５（５）のように袋状に折られた部分を、図５（６）のように開いて拡げる。
【００３８】
(7).前記の襟部１ａ、２ａのみを、折り目２０、２１において、内面Ｂ側に折り重ねて２
重にし、襟部の強度を増す。
【００３９】
(8).この状態で、再度袋状に折り重ねる。
【００４０】
(9).そして、のりづけして接着固定すると、図６（９）のように、幅Ｗの袋が形成され、
かつ襟縁部が内側に折り重ねられて二重になった襟１ａ、２ａが形成される。
【００４１】
(10)．図６（１０）は、図１ないし図３における襟状紙４、５を形成する方法であり、ま
ず幅Ｄが２ｃｍ程度、長さ１５ｃｍ程度の短冊状に切った色紙２２を用意する。そして、
幅Ｄの４分の１（５ｍｍ程度）の折り目２３、２４の位置で、内側に折り曲げて重ねると
、幅Ｄの２分の１（１ｃｍ程度）の短冊状に形成される。この二重の短冊状紙を、鎖線２
５の位置で切断し、２分割すると、長さ７．５ｃｍ程度の襟状紙４、５が形成される。
【００４２】
(11)．そして、片方の襟状紙４は、襟部１ａの上側に重ねて、のりづけ固定し、また袋状
部からはみ出した余分の領域２６は、切り取り線２６ａから切除する。次いで、他方の襟
状紙５は、襟部２ａの上側に重ねて、のりづけ固定し、袋状部からはみ出した余分の領域
２７、２８は、切り取り線２７ａ、２８ａから切除する。
【００４３】
(12)．図６の（１２）～（１４）は、三重の重ね着襟６、７を形成する方法であり、まず
色紙を幅１ｃｍ程度、長さ１５ｃｍ程度に切った短冊状紙２９、３０、３１を用意する。
この場合、各短冊状紙２９、３０、３１は色違いとする。
【００４４】
(13)．そして、この３枚を１～２ｍｍ程度ずつずらした状態で重ね、のりづけ固定した後
、切断線２５の位置で切断し、２分割すると、一対の重ね着襟６、７が完成する。
【００４５】
(14)．２分された２枚の重ね着襟６、７をクロスさせてのりづけ接着する。そして、図６
（１１）の袋状部に重ねて、余分の領域を切断線３２、３３の位置で切除する。
【００４６】
(15)．このクロスの重ね着襟６、７を前記の襟状紙４、５の内側に挿入し、襟状紙４、５
の内面にのりづけ接着すると、箸袋の袋状部が完成する。
【００４７】
(16)．次に、図７において、図１のウシンチー材８の折り方を説明する。まず、図４（４
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）で切除した１８の領域を破線３４の位置で、山折り、谷折りを交互に繰り返す。
【００４８】
(17)．折る際は、図７（１７）のように、先端（下端）側が次第に幅広となるように、テ
ーパ状に折る。そして、図示のように、表面Ａと裏面Ｂがジグザグに現れるように折り畳
んだ状態で、幅の細い方の端部３５を、まず破線３６の位置で紙面上側に折り曲げて重ね
、次いで破線３７の位置で、ウシンチー材８の下側に折り込むと、図（７）の（１８）の
状態となる。
【００４９】
このウシンチー材８を、図６（１５）の袋状部の手前右側にのりづけ接着すると、図１の
ような琉装風の箸袋が完成し、菱形ないし４辺形に露出した裏面３と重ね着襟６、７との
間から箸１３を挿入すると完了である。
【００５０】
なお、箸１３としては、赤色部１３ａと黄色部１３ｂとに着色された２トーンの箸が適し
ておなり、紅型染めなどの色と調和し、沖縄のイメージを強調できる。
【００５１】
図２の舞子風は、ウシンチー材８を前側中央に設けたり、背中に帯１０を着けたりする点
で、図１の琉装風と異なるのみで、基本的には同じ要領で製造できる。また、図３のチャ
イナドレス風や韓国のチョゴリ風などの場合も、基本は同じであり、チャイナドレス風や
チョゴリ風などを表現できるように、多少の変更を加えただけである。
【００５２】
本発明の箸袋を装飾や置物とするのではなく、実際に食事に使用する場合は、箸袋を汚さ
ないように、小さな中袋に箸を入れ、この中袋と一緒に、本発明の箸袋に挿入すると、中
袋は使い捨てし、本発明の箸袋は繰り返し何度も使用できる。
【００５３】
図８から図１３は、本発明による折り紙製の装飾衣裳の他の各種実施形態を示す正面図で
あり、図８は神主、図９は巫女、図１０は花嫁、図１１は花婿、図１２は王女、図１３は
王子の衣裳をそれぞれ折り紙を折って形成したものである。これらの場合も、図１０から
図１３のように、中に箸を入れてもよいが、図８、図９のように箸を入れないで、折り紙
製の装飾衣裳単品でも十分な装飾効果が得られる。なお、図８の神主や図９の巫女の衣裳
にした場合は、御札などを入れることもできる。
【００５４】
つまり、本発明の折り紙製の装飾衣裳は、中に箸や御札その他を入れてもよいが、何も入
れないでも十分に折り紙製の装飾衣裳として価値を発揮できる。
【００５５】
【発明の効果】
請求項１のように、折り紙製の装飾衣裳において、色紙の裏面の角部３がほぼ菱形ないし
４辺形の状態で露出し、他の部分は表面が露出するように構成したことにより、衣類の丁
度襟に相当する部分から箸や御札などを挿入できる。しかも、菱形ないし４辺形の状態の
裏面以外はすべて、衣類などの柄の部分が現れるので、箸や御札などを入れる容器に限ら
れず、装飾効果の高い折り紙製衣裳としても価値が高まる。
【００５６】
また、前記の菱形ないし４辺形に露出した裏面を形成するのに、色紙の隣接する２辺を、
和服の襟を重ねたように交差させて折り重ねた構造にしたため、和服などの衣裳のイメー
ジを出すことができ、衣裳の華やかなデザインをした折り紙製の装飾衣裳を実現できる。
もちろん、チャイナドレス風にもできる。
【００５７】
さらに、交差させて折り重ねた両方の襟部の上に、一重のまたは二重以上の襟状紙４、５
を重ね、襟部に厚みを持たせたため、実物の着物により近いデザインとなり、市場価値が
高くなる。
【００５８】
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加えて、交差させて折り重ねた両方の襟部の内側に、一重のまたは二重以上の中着の襟を
挿入し重ねた構造なため、丁度襦袢を着て、その上に中着を重ねて着ているような状態を
表現でき、より実物に近い折り紙製の装飾衣裳となる。
【００５９】

【００６０】
請求項３のように、色紙の一部をジグザグに折り重ねてなるウシンチー部材を、折り紙製
の装飾衣裳の前方右側に設けた構成なため、琉装で伝統的なウシンチー風を表現できる。
【００６１】
請求項４ 、折り紙製の装飾衣裳を箸袋として利用した場合、前記の菱形ないし４
辺形に露出した裏面と襟部との間から、 あると、色紙の表面に印
刷された紅型染めの柄と箸 の色とがマッチし、一層引き立ったデザインとな
る。
【００６２】
請求項５

　

　

　

【００６３】
請求項６のよ

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の折り紙製の装飾衣裳の箸袋を琉球衣装に応用した実施形態である。
【図２】本発明の折り紙製の装飾衣裳の箸袋を舞子の衣装に応用した実施形態である。
【図３】本発明の折り紙製の装飾衣裳の箸袋をチァイナドレスに応用した実施形態である
。
【図４】本発明の折り紙製の装飾衣裳の箸袋の製造方法を工程順に示す図である。
【図５】本発明の折り紙製の装飾衣裳の箸袋の製造方法を工程順に示す図である。
【図６】本発明の折り紙製の装飾衣裳の箸袋の製造方法を工程順に示す図である。
【図７】本発明の折り紙製の装飾衣裳の箸袋の製造方法を工程順に示す図である。
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請求項１に記載の細長の袋状に折って成る折り紙製の装飾衣裳は、請求項２のように、正
方形の色紙Ｐを用い、その裏面Ｂを上側にした状態で、対角線１４上に、箸１３を内蔵で
きるような幅Ｗの袋状に形成するために、対角線１４に対する片方の折り目１５を裏面Ｂ
側に折り重ね、さらに下端から数ｃｍの位置で、下部１６を折り返して重ねることで、箸
袋の底部を形成できる。さらに、前記対角線１４に対する他方の折り目１７を裏面Ｂ側に
折り重ねることで、幅Ｗの袋状に形成することができる。この状態で、隣接する２辺１と
２との交差部の上側に、裏面Ｂの角部３がほぼ菱形ないし４辺形の状態で露出し、襟部１
ａ、２ａとの間に箸挿入口が形成される。

のように
箸や御札その他を入れて

や御札その他

のように、正方形の色紙Ｐを用い、その裏面Ｂを上側にした状態で、対角線１４
上に、箸１３を内蔵できるような幅Ｗの袋状に形成するために、対角線１４に対する片方
の折り目１５を裏面Ｂ側に折り重ね、さらに下端から数ｃｍの位置で下部１６を折り返し
て重ねることで、箸袋の底部を形成することができる。

その後、前記対角線１４に対する他方の折り目１７を裏面Ｂ側に折り重ねることによっ
て、幅Ｗの袋状に形成した状態で、幅Ｗの袋状の領域からはみ出した余分な部分を切除す
ると、幅Ｗの袋状部のみが残る。

こうして袋状に折られた部分を開いて拡げた状態で、前記の襟部１ａ、２ａのみを折り
目２０、２１において、内面Ｂ側に折り重ねて２重にすると、襟部の強度を増すことがで
きる。

その後、再度袋状に折り重ねてから、のりづけして接着固定することで、幅Ｗの袋状の
折り紙製の装飾衣裳が完成し、しかも、襟縁部が内側に折り重ねられて二重になった襟１
ａ、２ａが形成される。

うに、幅Ｗの袋状に形成し接着固定した状態で、前記の襟部１ａ、２ａの上
に一重のまたは二重以上の襟状紙４、５を重ねてのりづけ固定するため、一重のまたは二
重以上の襟状紙４、５を重ねることで、襟部に厚みを持たせることができ、実物の着物に
より近いデザインとなり、市場価値が高くなる。そして、クロスさせた一重のまたは二重
以上の重ね着襟６、７を前記の襟状紙４、５の内側に挿入し、襟状紙４、５の内面にのり
づけ接着することによって、箸袋の袋状部が完成する。



【図８】本発明の折り紙製の装飾衣裳を神主の衣裳に適用した実施形態の正面図である。
【図９】本発明の折り紙製の装飾衣裳を巫女の衣裳に適用した実施形態の正面図である。
【図 10】本発明の折り紙製の装飾衣裳を花嫁の衣裳に適用した実施形態の正面図である。
【図 11】本発明の折り紙製の装飾衣裳を花婿の衣裳に適用した実施形態の正面図である。
【図 12】本発明の折り紙製の装飾衣裳を王女の衣裳に適用した実施形態の正面図である。
【図 13】本発明の折り紙製の装飾衣裳を王子の衣裳に適用した実施形態の正面図である。
【符号の説明】
Ｐ色紙
Ａ色紙の表面
Ｂ色紙の裏面
１ａ、２ａ交差させて折り重ねた襟部
３菱形ないし４辺形の裏面
４、５襟状紙
６、７重ね着襟
８ウシンチー部材
９裾
１０帯
１３箸
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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